
 

 

 

 

 

 

豊田市におけるＰＣＢ廃棄物の適正処理 
 
 
 
 

 
 

 はじめに 
 
 本冊子は、豊田市におけるＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の適正な処理
のあり方について、学識者・市民代表・企業代表・行政で構成される豊田市ＰＣ
Ｂ廃棄物適正処理検討委員会で2000年９月から2001年８月までの約１年間
かけて検討された結果を、分かり易く簡潔に取りまとめたものです。 
 豊田市内でＰＣＢ廃棄物の処理が実施される場合は、この冊子に記載されてい
る内容に則って、市が関与して安全を保ち、環境への悪影響を防ぐとともに、地
域住民が参加した安全監視や情報公開が行われます。 



 

 

１．ＰＣＢとは何か 
 ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）は、下記の構造例のように炭素、水素、塩素が
結合する、工業的に合成された化合物です。絶縁性等の優れた性質により、トラ
ンス（変圧器）やコンデンサ（安定器）用の絶縁油や熱媒体、感圧複写紙などに
使用されてきましたが、人の健康・環境への有害性が確認されたため、1974 年
に新たな製造･輸入･使用が禁止されました。しかし、それまでに製造・輸入・使
用されてきたＰＣＢの処理は現在までほとんど進んでおらず、その多くが事業所
にそのまま保管された状態で 30 年くらい経っており、環境中への漏洩が懸念さ
れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＰＣＢに関する主な経緯 

1968 年 カネミ油症事件発生、ＰＣＢの毒性が社会問題化 

1972 年 行政指導(通産省)により製造中止、回収等の指示（保管の義務） 

1974 年 化学物質の審査及び製造に関する法律制定･施行(製造･輸入･使用の原則禁

止) 

1987～89 年 鐘淵化学工業高砂工場(兵庫県)で液状ＰＣＢ約5,500t を高温焼却 

1998 年～ ＰＣＢの処理法として高温焼却以外に化学分解法を国が認定 

2001 年 ＰＣＢ等の廃絶に向けた国際条約（ＰＯＰｓ条約）の成立 

 ＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法の制定・施行 

 環境事業団法の改正・施行（中小企業へのＰＣＢ処理に係る助成基金の創設） 

 

ＰＣＢの構造例 

Ⅰ．ＰＣＢ廃棄物処理の必要性 
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ＰＣＢの主な有害性 

○環境中で分解されにくい 

○脂肪に溶けやすく生き物の体内にたまりやすい 

○人や動物への毒性 

→発癌性、免疫毒性、出産異常、生殖毒性（精子数減少、受胎減少） 



 

３．豊田市におけるＰＣＢ廃棄物の保有量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４．適正処理の必要性 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ＰＣＢ廃棄物の適正処理の実現に向けた一刻も早い対応が必
2 

主要先進国のほとんど
は処理済み 

トランス コンデンサ 

約約約 333,,,555000000 台台台   

蛍光灯安定器 

約約約 111000,,,000000000 台台台   

出典：豊田市調査結果 

PCB 2028 年 

無害化処理 

ＰＣＢ等の廃絶に向け
た国際条約の成立→
2028 年までの処理完
了が国際公約に 

？ 

不適正な管理により、30 年の間に
約 39 万台のうち１万台を越すコン
デンサ、トランスが紛失 

？ 

？ 

ＰＣＢ廃棄物保管事業
者に期限内の適正処理
を義務化 

ＰＣＢ廃棄物の適正な
処理の推進に関する特
別措置法 

不安だー! 

腐食による油漏れや事故・災害によ
る損傷等による漏洩の懸念 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．安全を保ち、環境に悪影響を及ぼさないためのしくみ 

コンデンサ トランス 安定器 他 

委 託 
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後処理 

ＰＣＢ 

空容器解体 

リサイクル 

処  分 

残渣分 

リサイクル 
不可物 

リサイクル 
可能物 

PCB 汚染油の無害化処理 

受入れ 

前 処 理 
油抜き/洗浄/分離等 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
で
は
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く
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っ
た
こ
と
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ＰＣＢ管理区域（厳格な管理） 

ＰＣＢ廃棄物の一貫処理の流れ 

3 

※ガイドラインの詳しい内容は、豊田市担当部局にお問い合わせ下さい 

入

油抜き 

真空加熱 

蒸発 

洗浄 

処理方法は、国が評価･認定した処理技術の中か
らＰＣＢ廃棄物適正処理検討委員会がその優位
性を評価した結果を参考に選定されます。 

各事業者 

ガイドライン※の遵守 

安全を保ち、環境に悪影響を及ぼさない 

保管／収集・運搬／処理の実施 

豊田市 

安全監視委員会 

●実施状況の報告 
●ガイドライン※の履行確認 
●安全面・環境面への提言、指導 
●情報公開 

ＰＣＢ廃棄物適正処理検討委員会 

安全を保ち、環境に悪影響を及ぼさな
いための方法や措置をガイドライン
※として作成 

履
行 

規程 

代表者出席･質疑 

情報公開 

指導 

出席・報告 

協 定 

地 

域 

住 

民 

ＰＣＢ廃棄物処理事業者 保管(使用)事業者 収集・運搬事業者 

ＰＣＢ使用機器の部材に
使われている紙など 



 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．関係者の主な役割と地域住民が参加する安全監視及び情報公開 

地域住民 

保管(使用)事業者 

 保管（使用）事業者の主な役割 

・ＰＣＢ廃棄物（ＰＣＢ使用機器）の豊田市への届出 
・ ＰＣＢ廃棄物の期限までの処理 
 （ＰＣＢ使用機器の代替機器への期限内の移行） 
・ ＰＣＢ廃棄物の処理完了までの適正な管理 
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収集･運搬事業者 

自主的な情報公
開 

PCB 廃棄物処理事業者 

PC

検討内容等
の情報公開 

安 全 監 視 委 員 会 

豊田市民 

学
識
者 

住
民
代
表 

 地域住民の主な役割 

・意見や要望 

○報告･届出内容等の検証 
○安全･環境面での提言 

豊 田 市 
 豊田市の主な役割 

・保管事業者（使用事業者）への立入・指導 
・収集・運搬事業者及びＰＣＢ廃棄物処理事業者と 
 安全性・環境保全性の確保に関する協定を締結 
・安全対策・環境保全対策等の確認と公表 
・安全監視委員会の設置・運営 

 収集・運搬事業者の主な役割 

・収集・運搬計画の豊田市への提出 
・豊田市と安全性・環境保全性の確保に関する協定を締結 
・安全対策・環境保全対策の実施 
・収集・運搬状況等の豊田市への報告義務 

 学識者の主な役割 

・専門的立場からの意見や見解 

届 出 

自主的な情報公
開 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

 ＰＣＢ廃棄物処理事業者の主な役割 

・施設整備計画、処理計画等の豊田市への提出 
・豊田市と安全性・環境保全性の確保に関する協定

を締結 
・豊田市の地域特性を十分考慮した処理技術の選定 
・安全対策・環境保全対策の実施 
・処理状況等の豊田市への報告義務 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
 
本冊子の内容に関するご意見・ご質問等がありましたら、下記までご連絡ください。 
   
 豊田市 環境部 環境保全課、廃棄物対策課 
  ＴＥＬ 0565 - 34- 6628、6710 
  ＦＡＸ 0565 - 34- 6684 
  Ｅ- ｍａｉｌ k_hozen@city.toyota.aichi.jp、haitai@city.toyota.aichi.jp 
 


